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事担到175周年原爆ドーム前の非修平和行動ご苦労織です．

山日祖主婦二歯止の会におかれましては，後爆二世止に対する綾績を求め山口県や山口市1：：対する行政交

渉のみならず．平和を求める運動や反原発還動など幅広い取り組みをされています。

心より敏窓を愛します．

さて， 20 1 7年．回途において多くの敏爆者や紋のない世界を願う人々の努力によって.q；喜兵線

虫廃止条約jが園速で主宰製された二とは国際的にも大きな前進と言えます。しかし，日本政府はこの採

決に加わろうとはしませんでした．日本政府はアメ担カの被の.の下で，紋抑止鎗を盾iこ外交を行お

うとしているからです．

そもそも核抑止紛というのは，お互いののど元にナイフを近づけて話し合いをしようというもので

す，このような考定方では．図書E聞の本当の信顕であるとか和平である止か成立するはずはありませ

んし．核兵務廃絶も図簸です。

アメリカのトランプ政権の奮いなりとなる岡本政府は，組自の核廃絶の考えもなく核抑止論に頗る

のみです．全く寄干すことはできません。

敏廃絶に向けて．唯ーの駿争後爆国としての貨任と襲爵を果たすべきです．

世界の先頭に立って， 4費兵寝廃絶I~肉けた行動を取るべきです．

原爆役下後， 75年が経過しました。生き残った後爆者やその子どもの設費量二世も未だに自らの健

康不安や差別と闘っています。 75俸が経過してもその傷後は消えません．このことこそが，核兵絡

が非人道兵器量といわれる所以です．

弘たちを取り巻く1宵，Fは大変厳しいものがありますが．今後とも山口被爆二世の会と共に，私たち

全国篠爆二世田修連，IHia会も I二度とヒパクシャをつくらない』ために関うととをお寄いして連帯

のメッセージとします．
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